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予
測
し
難
い
未
来
へ
の
対
応
策

２
０
２
２
年
７
月
、
京
王
電
鉄
は
今
年

度
に
創
設
し
た
「K

EIO
 O

PEN
 IN

N
O

V
A

T
IO

N
 PRO

GRA
M

」
を
発
表
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
京
王
電
鉄
が
指
定

す
る
テ
ー
マ
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た

ら
す
起
業
家
・
事
業
家
を
募
集
し
（
７
月

13
日
〜
９
月
２
日
）、
10
月
25
日
の
審
査
会

で
採
択
さ
れ
た
事
業
を
協
働
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
実
証
実
験
等
の
か
た
ち
で
社
会

実
装
し
、
事
業
化
す
る
予
定
で
あ
る
（
２
０

２
３
年
３
月
に
成
果
発
表
会
を
実
施
）。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
社
会
で
は
、
人
が
集
積

す
る
と
こ
ろ
、
人
流
の
多
い
と
こ
ろ
で
ビ
ジ

ネ
ス
が
展
開
さ
れ
、
収
益
を
上
げ
る
ス
タ
イ

ル
が
主
流
だ
っ
た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経

て
人
々
の
行
動
や
生
活
様
式
は
大
き
く
変
化

し
た
。
ま
た
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
は
地

方
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く

な
い
将
来
に
大
都
市
に
も
訪
れ
る
。
さ
ら

に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
急
激
に
進
化
し
て
い

る
。
か
つ
て
は
「
自
分
た
ち
の
現
在
」
の
延

長
線
上
で
未
来
を
予
測
す
る
の
み
で
あ
っ
た

が
、
想
定
外
の
出
来
事
が
連
続
し
、
急
速
に

変
化
す
る
現
代
社
会
で
は
、
企
業
は
多
様
な

価
値
観
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
予

測
を
行
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
自
社
の
業
績

や
文
化
な
ど
と
、
異
業
種
や
異
分
野
が
持
つ

知
識
や
技
術
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス

開
発
な
ど
を
革
新
す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
潮
流
が
あ
る
。

京
王
電
鉄
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
経
営

統
括
本
部
長
期
戦
略
チ
ー
ム
の
齋
藤
充
部
長

は
、「
京
王
電
鉄
も
開
業
以
来
、
人
口
増
加

と
そ
れ
に
伴
う
人
の
流
れ
に
支
え
ら
れ
て
鉄

道
事
業
を
成
長
さ
せ
て
き
た
。
沿
線
開
発
に

お
い
て
は
陣
取
り
合
戦
で
、
そ
こ
で
自
社
グ

ル
ー
プ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
張
し
て
き
た
が
、

社
会
的
状
況
に
即
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
転
換
し

て
い
く
た
め
に
自
分
た
ち
の
考
え
や
経
験
則

に
固
執
し
て
は
い
け
な
い
」
と
語
る
。

今
回
の
「K

EIO
 O

PEN
 IN

N
O

V
A

T
I

O
N

 PRO
GRA

M

」
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
経
営
統
括
本
部
長
期
戦
略
チ
ー
ム
の
ほ

か
、
鉄
道
部
門
と
Ｄ
Ｘ
の
担
当
部
門
か
ら
社

員
が
参
画
し
て
専
門
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、

２
０
２
２
年
１
月
に
始
動
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
鉄
道
会
社
と
し
て
同

社
全
体
の
大
き
な
課
題
感
は
三
つ
。
①
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
拡
充
し
、
交
通
事
業
の

よ
う
に
人
流
に
依
存
す
る
事
業
で
は
、
能
動

的
に
新
た
な
人
流
を
見
出
し
た
り
生
み
出
す

努
力
と
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
一
方
で
人
流

に
依
存
し
な
い
新
し
い
事
業
領
域
を
創
出
す

る
必
要
が
あ
る
。
②
新
た
な
人
流
を
生
み
出

す
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
新
た
な
発
想

経営統括本部 部長 長期戦略チーム

齋藤 充
Mitsuru SAITO

特
集
：
環
境
変
化
に
適
応
し
進
化
（
深
化
）
す
る

　
　
　
鉄
道
と
沿
線
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
［「
豊
か
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
追
求
す
る
京
王
電
鉄
の
取
り
組
み
］

取
材
・
文
◉

取
材
・
文
◉
茶
木
茶
木  

環環
（
作
家
／
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

（
作
家
／
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
提
供
◉
京
王
電
鉄
株
式
会
社

撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
提
供
◉
京
王
電
鉄
株
式
会
社

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、

新
た
な
価
値
観
に
よ
る

鉄
道
事
業
を
つ
く
る

京
王
グ
ル
ー
プ
中
期
３
カ
年
経
営
計
画
で
は
、
新
規
領
域
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

京
王
グ
ル
ー
プ
中
期
３
カ
年
経
営
計
画
で
は
、
新
規
領
域
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
掲
げ
て
い
る
。
外
部
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、

て
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
掲
げ
て
い
る
。
外
部
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、

新
た
な
発
想
で
取
り
組
み
を
実
践
し
、
既
存
事
業
の
強
化
や
課
題
解
決
を
行
い
、

新
た
な
発
想
で
取
り
組
み
を
実
践
し
、
既
存
事
業
の
強
化
や
課
題
解
決
を
行
い
、

ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
も
行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
も
行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
創
設
さ
れ
た
「

そ
う
し
た
中
で
創
設
さ
れ
た
「K
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IO
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PE
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 PR
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R
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M
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R
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」
は
、

」
は
、

起
業
家
や
事
業
家
と
と
も
に
新
規
の
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
を
創
出
し
、

起
業
家
や
事
業
家
と
と
も
に
新
規
の
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
を
創
出
し
、

鉄
道
事
業
の
変
革
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

鉄
道
事
業
の
変
革
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

京
王
電
鉄
は
基
軸
で
あ
る
鉄
道
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

京
王
電
鉄
は
基
軸
で
あ
る
鉄
道
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
。

ど
の
よ
う
に
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
取
り
組
み
を
伝
え
る
。

REPORT. I
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特集：環境変化に適応し進化（深化）する鉄道と沿線サービス
［「豊かで魅力的なまちづくり」を追求する京王電鉄の取り組み］

や
知
識
、
技
術
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
自
社

の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
巻
き
込
み

な
が
ら
共
創
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
③

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
々
が
集
い
、
多
岐

に
わ
た
る
予
測
を
す
る
こ
と
で
、
加
速
す
る

変
化
へ
の
対
応
力
が
向
上
す
る
―
―
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

鉄
道
事
業
で
変
革
を
起
こ
す

今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
誰
も
が

知
っ
て
る
鉄
道
を
、
ま
だ
誰
も
見
た
こ
と
の

な
い
鉄
道
へ　

鉄
道
事
業
変
革
へ
の
挑
戦
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た
。
京
王
電

鉄
の
「
本
業
」
部
門
で
他
社
と
の
共
創
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
齋
藤
部
長

は
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
は
大
手
の
鉄
道
事
業
者
の
中
で
は
当
社
は

後
発
と
な
る
が
、
逆
に
後
発
な
ら
で
は
の
何

か
新
し
い
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
と
考
え

た
結
果
、
鉄
道
事
業
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
の
は
、

自
社
と
共
創
相
手
の
双
方
で
革
新
が
起
き
た

ら
、
と
い
う
想
い
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
事

業
者
と
し
て
、
自
社
だ
け
で
は
な
く
、
世
の

中
に
も
何
ら
か
の
価
値
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
強
い
意
欲
を
示
す
。
ま
た
、
対
社
外

だ
け
で
は
な
く
、
社
内
に
も
変
革
の
波
及

を
図
る
。「
所
属
部
署
や
日
常
の
仕
事
と
接

点
が
な
い
領
域
で
大
き
な
変
革
が
起
こ
っ
て

も
、
個
々
の
心
に
響
き
に
く
い
。
け
れ
ど

も
、
基
軸
で
あ
る
事
業
、
し
か
も
固
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
な
鉄
道
事
業
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
こ
と
で
全
社
員
が
変

革
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
に
な
る
」（
齋
藤
部
長
）

外
部
と
共
創
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

「K
E

IO
 O

P
E

N
 IN

N
O

V
A

T
IO

N
 

PRO
GRA

M

」
で
は
鉄
道
事
業
に
お
け
る

「
５
つ
の
変
革
へ
の
挑
戦
」
と
し
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
柱
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
―
―
①
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る
省
力
化
や

業
務
効
率
化
の
推
進
に
よ
る
コ
ス
ト
構
造
の

見
直
し
、
②
新
し
い
行
動
様
式
に
沿
っ
た
移

動
需
要
の
創
出
や
収
益
源
の
多
様
化
に
よ
る

安
定
し
た
収
益
の
確
保
、
③
鉄
道
事
業
と
他

事
業
の
共
創
な
ど
外
部
連
携
の
強
化
、
④
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
拡
大
に
よ
る
脱
炭
素
・
循
環
型
社

会
へ
の
貢
献
、
⑤
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

の
防
犯
・
防
災
対
策
の
強
化
に
よ
る
安
心
・

安
全
の
さ
ら
な
る
向
上
―
―
で
あ
る
。

「
事
前
の
議
論
の
中
で
鉄
道
部
門
の
社
員

か
ら
提
示
さ
れ
た
課
題
は
、
コ
ス
ト
構
造
の

見
直
し
や
安
定
し
た
収
益
の
確
保
、
事
業
の

共
創
な
ど
が
メ
イ
ン
で
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の

経
営
戦
略
と
リ
ン
ク
す
る
も
の
が
多
く
、
そ

れ
ら
を
基
調
と
し
て
方
針
を
立
て
た
」
と
齋

藤
部
長
は
説
明
す
る
。

起
業
家
や
事
業
家
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集

す
る
の
は
、
主
に
次
の
６
つ
の
分
野
で
あ
る
。

「
鉄
道
・
駅
の
利
用
者
の
体
験
向
上
」
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
顧
客
サ
ー
ビ
ス

の
進
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

「KEIO OPEN INNOVATION PROGRAM」のキービジュアル



■運営体制の特徴（京王電鉄の発表より） ■5つの変革への挑戦（京王電鉄の発表より）

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
終
わ
ら
ず
、
事
業
化
ま
で
本
気
の
共
創
コ
ミ
ッ
ト

実行体制

スピーディな意思決定と活動に十
分なリソースを確保し、本格的な
共創活動を行えるよう、「経営層」
「オープンイノベーション／デジタ
ル部門」「事業部」の各レイヤーを
巻き込んだ万全の体制を構築

意思決定 事業部
担当役員

経営統括
担当役員

プログラム
全体推進

事業開発
チーム

デジタル
チーム

オープン
イノベーション
推進チーム

プログラム
支援 事業部門 広報部

ReGACY
Innovation
Group

資金拠出
採択企業との関係性を強化し、協
業スピードを加速するためにPoC
や共同開発に必要な費用の拠出を
積極的に検討します

※Proof of Concept：新しい概念な
どの実現可能性や効果を確認するた
めに行う検証工程

PoC費用
京王電鉄との共創・連携に関わる
PoC実施費用の一部負担
※採択後、PoC企画内容に合わせ
　負担範囲を検討

出資
京王電鉄とのシナジーの高い
企業に対し出資を検討
※プログラムでの企画内容や
　PoC結果を見て出資を判断

共創・事業化

採択企業との共創活動をプログラ
ムで終わらせることなく幅広く協
業の形態を模索してベストな体制
で事業化以降も継続的な活動を目
指していきます

プログラム期間 プログラム後

継続PoC

業務提携・委託

出資

ジョイントベンチャー

M&A

共創企画
初期PoC

社長

コスト構造の見直し

DX等による省力化
業務効率化の推進

安定した収益の確保

新しい行動様式に沿った
移動需要の創出や
収益源の多様化

外部連携の強化

鉄道事業と
他事業の共創

安心・安全の
さらなる向上

ハード・ソフト両面での
防犯・防災対策の強化

脱炭素・
循環型社会への貢献

エネルギー消費量削減、
再生可能エネルギー

利用拡大

※
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や
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
な
ど
駅
構
内
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
や
、
定
期
券
や
京
王
グ

ル
ー
プ
共
通
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
新
た
な
付
加

価
値
を
創
出
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
募
集
す
る
。

「
鉄
道
・
駅
の
運
営
Ｄ
Ｘ
」
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
活
用
に
よ
る
運
営
の
効
率
化
や
安
全
性
向

上
を
目
指
す
も
の
で
、
例
と
し
て
は
作
業
申

請
業
務
の
効
率
化
、
建
物
の
点
検
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
保
守
作
業
や
監
視
業
務
の
効
率

化
、
書
類
の
電
子
化
な
ど
管
理
業
務
の
効
率

化
、
電
気
や
水
道
料
金
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

関
連
す
る
技
術
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
社
会
課
題
対
応
」
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減

や
可
視
化
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ

る
脱
炭
素
を
図
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

「
鉄
道
・
駅
の
新
た
な
用
途
開
発
」
で
は
、

駅
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
活
動
拠
点

と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
、
駅

と
自
宅
と
目
的
地
を
結
ぶ
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
、
鉄
道
車
両
や
駅
自
体
を
コ
ン
テ
ン
ツ
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
新
規
の
人
流
創
出

お
よ
び
脱
・
人
流
依
存
の
サ
ー
ビ
ス
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

「
鉄
道
×
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
は
エ
リ
ア

内
の
回
遊
性
を
高
め
、
目
的
地
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
動
を
促
進
す
る
も
の
で
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

な
ど
鉄
道
と
他
の
交
通
モ
ー
ド
の
接
続
を

可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど

新
た
な
移
動
手
段
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

創
出
し
、移
動
の
選
択
肢
を
増
や
し
て
い
く
。

「
鉄
道
・
駅
×
地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
」
は
沿
線

に
あ
る
観
光
地
・
住
宅
・
店
舗
・
オ
フ
ィ
ス

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
連
携
し
て
レ
ジ
ャ
ー

や
カ
ル
チ
ャ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
関
連
の

企
画
を
つ
く
り
、
移
動
ニ
ー
ズ
を
創
出
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
空
間
を
活
用
し
、
鉄
道
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

６
分
野
の
中
に
は
こ
れ
ま
で
の
鉄
道
事
業

と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
単
に
新
し
い
も

の
に
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｘ
な
ど

で
は
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
新
た
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
な
ど
、
共
創
に
よ
っ
て
従
来
と

は
全
く
別
の
枠
組
み
や
世
界
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
を
目
指
す
。

「
鉄
道
に
は
各
種
の
フ
ァ
ン
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
空
間
な
ど
の

活
用
で
人
の
流
れ
に
依
存
し
な
い
サ
ー
ビ
ス

の
可
能
性
も
見
出
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
潜
在
し
て
い
る

魅
力
や
宝
が
ま
だ
多
く
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、

鉄
道
需
要
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
沿
線
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

ア
イ
デ
ア
で
進
化
さ
せ
て
い
け
る
と
考
え
て

い
る
。
新
し
い
手
法
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う

の
で
、
そ
う
し
た
部
分
も
含
め
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
」
と
齋
藤
部
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地
域
と
の
共
創

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
今
回
の
よ
う
な
事
業
部
門
の
課
題
を
解

決
し
共
創
相
手
に
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創

出
す
る
も
の
と
、
も
う
一
つ
の
観
点
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
応
用
が
あ
る
。
エ
リ
ア
の

要
素
や
課
題
感
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、「
エ

説明会の様子。画面最上段が都村社長



1 鉄道・駅利用者の体験向上

デジタル技術を活用した顧客サービスの進化
（既存人流でのキャッシュポイント）

4 鉄道・駅の新たな用途開発

鉄道・駅の新たな価値創出
（新規の人流創出／脱・人流依存）

2 鉄道・駅の運営DX

デジタル技術を活用した運営の効率化・安全性向上

6 鉄道・駅×地域コンテンツ

沿線に存在する観光地・住宅・店舗・オフィスなどの
コンテンツと連携させることで移動ニーズ自体を創出

3 社会課題対応

既存サービスの環境変化への対応

5 鉄道×地域モビリティ

エリアの回遊性を高め目的地への行きやすさを向上
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特集：環境変化に適応し進化（深化）する鉄道と沿線サービス
［「豊かで魅力的なまちづくり」を追求する京王電鉄の取り組み］

リ
ア
ご
と
に
戦
略
を
持
つ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
今
後
の
展
開

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
齋
藤
部
長
は

語
る
。
都
心
部
と
郊
外
を
つ
な
ぐ
京
王
電
鉄

の
沿
線
エ
リ
ア
の
特
徴
は
多
岐
に
わ
た
り
、

個
性
豊
か
な
ま
ち
が
多
い
。
中
で
も
住
民
以

外
に
も
若
い
世
代
の
人
々
が
多
く
集
ま
る
下

北
沢
は
活
気
の
あ
る
街
だ
が
、
２
０
２
２
年

３
月
に
新
施
設
「
ミ
カ
ン
下
北
」
が
開
業
し
、

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。「
地
域

の
方
々
を
巻
き
込
ん
で
、
新
し
い
価
値
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
す
施
設
で
あ
る
。
現
在
は

地
域
の
方
々
や
当
社
の
社
員
が
集
ま
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
か
、『
妄

想
会
議
』
と
呼
ぶ
自
由
な
話
し
合
い
を
定
期

的
に
開
催
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
が
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
齋
藤
部
長
は
語
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

と
連
携
し
て
、
地
域
と
の
共
創
で
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
い
う
取
り
組
み

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
つ
く
り
、
他
の
エ
リ
ア

に
も
展
開
し
て
い
く
意
気
込
み
だ
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
先
行
し
て
取
り
組

ん
だ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
連
携
で

は
、
一
合
缶
を
通
じ
て
日
本
酒
の
新
た
な
魅

力
を
発
信
す
るA

ア

グ

ナ

ビ

gnavi

と
協
業
し
て
、
京

王
線
の
車
両
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
一
合
缶

に
八
王
子
の
農
家
が
育
て
た
米
を
使
用
し
た

清
酒
「
高
尾
の
天
狗
」
を
詰
め
た
「
京
王
×

日
本
酒ICH

I-GO
-CA

N
®

」
を
京
王
ス
ト

ア
全
27
店
舗
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、S

ソ

ノ

リ

ゴ

onoligo

と
協
業
し
、
同
社
が
提
供
す

る
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
イ
ベ
ン
ト
予

約
サ
ー
ビ
ス
「Sonoligo

」
に
京
王
沿
線
の

「
京
王
れ
ー
る
ラ
ン
ド
」「
京
王
百
草
園
」
な

ど
の
施
設
が
参
画
し
、
沿
線
の
移
動
需
要
創

出
と
エ
リ
ア
活
性
化
を
促
進
し
て
い
る
。

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
は
じ
め
、
外

部
企
業
の
方
々
と
の
連
携
は
、
先
方
に
と
っ

て
は
京
王
電
鉄
が
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
事

業
の
実
績
や
鉄
道
へ
の
信
頼
感
、
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
、
当
社
に
と
っ
て
は
外
部

の
発
想
や
技
術
に
触
れ
、
刺
激
や
影
響
を
受

け
る
上
に
、
自
社
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
改
め

て
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
相
互
の

影
響
や
効
果
を
齋
藤
部
長
は
説
明
す
る
。

「K
EIO

 O
PEN

 IN
N

O
V

A
T

IO
N

 PRO
GRA

M

」
は
、今
年
度
は
鉄
道
事
業
を
テ
ー
マ

に
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開
は
他
事

業
を
含
め
て
検
討
を
進
め
、
変
革
は
京
王
グ

ル
ー
プ
全
体
へ
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「
当
社
は
公
共
交
通
の
事
業
者
と
し
て
大

き
な
使
命
感
を
持
っ
て
業
務
を
推
進
し
て
き

た
。
安
全
・
安
心
は
こ
れ
ま
で
通
り
重
視
し

な
が
ら
も
、
他
企
業
や
地
域
と
の
共
創
に

よ
っ
て
既
存
の
概
念
か
ら
脱
却
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
出
し
て
、
多
方
面
と
深
く
つ
な
が
っ

て
い
く
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
社

員
が
心
を
熱
く
し
て
自
ら
の
仕
事
に
取
り
組

み
、
次
の
時
代
へ
向
け
て
企
業
と
し
て
発
展

し
て
い
き
た
い
」

新
た
な
価
値
観
を
持
っ
て
利
用
者
目
線
や

他
者
の
視
点
を
捉
え
て
変
革
し
た
鉄
道
は
、

誰
に
で
も
よ
り
優
し
く
、
使
い
や
す
く
、

人
々
の
新
た
な
生
活
様
式
を
支
え
て
い
く
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。

■6分野の募集テーマ（京王電鉄の発表より）


